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倉揮康一郎先生追悼記事

「ーーーーーーー『ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司ーーーーー一司ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー一ー ーーーー

本
物
中
の
本
物

研
究
者
が
、
自
己
の
方
法
論
に
基
づ
い
て
、
真
撃
に
学
問
を
展

開
し
、
業
績
を
世
に
問
い
、
批
判
に
対
し
て
は
誠
実
に
対
応
し
、

機
会
が
あ
れ
ば
教
育
に
も
情
熱
を
か
け
て
従
事
し
て
い
る
場
合
、

そ
れ
は
本
物
で
あ
る
。

倉
津
康
一
郎
教
授
は
、
本
物
中
の
本
物
の
研
究
者
で
あ
る
。
そ

の
志
は
高
く
、
洗
練
さ
れ
た
法
学
方
法
論
を
駆
使
し
、
学
問
の
幅

は
広
く
、
多
数
の
業
績
を
公
表
し
、
批
判
や
論
争
に
も
賢
く
、
建

設
的
に
対
応
し
、
優
秀
な
後
継
者
も
育
っ
て
お
り
、
教
育
能
力
も

万
全
だ
か
ら
で
あ
る
。

倉
津
康
一
郎
教
授
の
学
問
上
の
論
理
展
開
は
、
般
密
で
、
矛
盾

が
な
く
、
隙
も
な
い
。
そ
の
展
開
が
あ
ま
り
に
精
般
で
あ
る
た
め
、

表
面
的
な
理
解
し
か
出
来
な
い
人
は
、
同
教
授
の
こ
と
を
「
概
念

法
学
者
」
と
評
価
す
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
っ
た

く
の
誤
解
で
あ
る
。
「
概
念
法
学
」
に
お
い
て
は
、
現
行
制
定
法

体
系
に
は
欠
陥
が
な
く
論
理
的
自
己
完
結
性
が
あ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
、
形
式
的
論
理
展
開
が
見
事
な
ま
で
に
な
さ
れ
る
。
従
つ

」

て
、
「
概
念
法
学
」
に
お
い
て
、
最
上
位
概
念
が
、
何
か
の
拍
子

に
、
時
代
迎
合
や
権
力
迎
合
の
雰
囲
気
の
中
で
、
恋
意
的
に
決
め
一

ら
れ
、
客
観
性
を
具
備
す
る
か
の
よ
う
に
振
舞
い
始
め
る
と
、
誤
一

っ
た
自
立
的
自
己
完
結
的
論
理
展
開
ゆ
え
に
と
ん
で
も
な
い
人
間
一

性
無
視
、
人
権
侵
害
の
結
末
と
な
る
。
人
類
は
、
歴
史
上
、
何
ん

ど

も

こ

の

よ

う

な

悲

劇

を

経

験

し

て

き

た

。

一

倉
津
康
一
郎
教
授
の
法
学
方
法
論
に
お
い
て
は
、
最
上
位
概
念
一

は
、
立
法
者
の
意
思
に
忠
実
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
、
時
代
迎
合
や
一

権
力
迎
合
の
可
能
性
は
排
除
さ
れ
る
。
立
法
者
の
意
思
、
つ
ま
り
、
一

民
の
声
に
よ
り
指
導
さ
れ
る
の
で
、
出
発
点
に
お
い
て
、
「
概
念

法
学
」
と
は
、
月
と
ス
ッ
ポ
ン
ほ
ど
違
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ

こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
民
の
声
も
思
い
違
い
を
一

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
人
は
、
直
ち
に
そ
れ
一

を
指
摘
し
、
立
法
論
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
倉
津
康
一
－

郎
教
授
は
、
そ
れ
が
出
来
る
研
究
者
で
あ
る
。

運
命
の
神
様
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
意
地
悪
で
、
天
邪
鬼
か
も
し
一

れ
な
い
。
な
に
せ
、
選
別
し
て
、
本
物
中
の
本
物
か
ら
鬼
籍
へ
招
一

き

入

れ

る

か

ら

で

あ

る

。

一
（
平
成
二
二
年
八
月
コ
二
日
稿
）

名

誉

教

授

加

藤

修

－

1
1
1
」
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